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令和２年 12 月 28 日 

厚生労働省老健局介護保険計画課 
 

貴関係諸団体に速やかに送信いただきますよう

よろしくお願いいたします。 

 

各都道府県介護保険担当課（室） 
各市町村介護保険担当課（室） 
各 介 護 保 険 関 係 団 体   御 中 

← 厚生労働省 介護保険計画課 
 

今回の内容 

 

児童福祉法施行規則等の一部を改正する省令の 

公布について 

計 37 枚（本紙を除く） 

連絡先  TEL : 03-5253-1111（内線 2164, 2260） 
FAX : 03-3503-2167 
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健 発 1 2 2 8 第 ２ 号 

子 発 1 2 2 8 第 １ 号 

障 発 1 2 2 8 第 ３ 号 

老 発 1 2 2 8 第 １ 号 

令和２年 12 月 28 日 

 

 

 都 道 府 県 知 事 

 指 定 都 市 市 長 

 中 核 市 市 長 

児童相談所設置市市長 

 地方厚生（支）局長 

 

  

    

厚生労働省健康局長 

厚生労働省子ども家庭局長 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長  

   厚生労働省老健局長 

（ 公 印 省 略 ） 

  
 

児童福祉法施行規則等の一部を改正する省令の公布について（通知） 

 

 児童福祉法施行規則等の一部を改正する省令（令和２年厚生労働省令第 212号。以下「改正

省令」という。）が本日公布され、令和３年１月１日から施行されるところである。 

改正省令の趣旨及び内容は下記のとおりであるので、御了知の上、管内市町村（特別区を含

む。）を始め、関係者、関係団体等に対し、その周知徹底を図るとともに、その運用に遺漏な

きようお願いする。 

 

記 

 

第１ 改正の趣旨 

 １．みなし寡婦（夫）適用の見直しについて 

令和２年度税制改正において、未婚のひとり親を対象とした控除が創設されることに伴

い、児童福祉法施行規則（昭和 23年厚生省令第 11号）等で講じた未婚のひとり親のみな

し寡婦（夫）適用に係る規定について、所要の見直しを行うもの。 

 

２．個人所得課税の見直しについて 

殿 
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  平成 30年度税制改正において、給与所得控除・公的年金等控除について 10万円引き下

げるとともに、基礎控除を 10万円引き上げることとされた。これに伴い意図せざる影響

や不利益が生じないよう、特別児童扶養手当等の支給に関する法律施行規則（昭和 39年

厚生省令第 38号）等の規定について所要の見直しを行うもの。 

 

３．低未利用土地等の長期譲渡所得に係る特別控除について 

  令和２年度税制改正において、個人が令和２年７月１日から令和４年 12月 31日までの

間に低未利用地の譲渡をした場合には、税法上の特別控除として、低未利用地の譲渡に係

る長期譲渡所得の金額から 100万円を控除することができることとされた。これに伴い、

長期譲渡所得に関する特別控除を定める介護保険法施行規則（平成 11年厚生省令第 36

号）等の規定について所要の見直しを行うもの。 

 

４．押印等の見直しについて 

児童扶養手当法施行規則（昭和 36年厚生省令第 51号）等において、国民に対して    

押印を求めている手続について、国民の押印等を不要とする改正を行うもの。  

 

５．死亡者の個人番号に係る措置について 

特別児童扶養手当等の支給に関する法律施行規則等において、受給者の死亡の届出  

の際に死亡者の個人番号を求めないこととする改正を行うもの。 

 

第２ 改正の内容 

１．児童福祉法施行規則の一部改正 

 （１）指定小児慢性特定疾病医療支援等に係る負担上限月額の区分の認定に用いるための

市町村民税の所得割の額の算定等について、未婚のひとり親へのみなし寡婦（夫）

適用に係る規定を削除する。 

（２）その他所要の改正を行う。 

 

２．児童扶養手当法施行規則の一部改正 

（１）１．（１）に準じた改正を行う。 

（２）押印を求めている手続について、押印等を不要とする改正を行う。 

（３）その他所要の改正を行う。 

 

３．特別児童扶養手当等の支給に関する法律施行規則の一部改正 

（１）１.（１）に準じた改正を行う。 

（２）総所得金額に給与所得控除・公的年金等控除が含まれている場合には、その合計額

から10万円を控除する等の改正を行う。 

（３）２.（２）に準じた改正を行う。 

（４）受給者の死亡の届出の際に、死亡者の個人番号を不要とする改正を行う。 

（５）その他所要の改正を行う。 
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４．障害児福祉手当及び特別障害者手当の支給に関する省令（昭和50年厚生省令第34号）の

一部改正 

（１）１.（１）に準じた改正を行う。 

（２）３.（２）に準じた改正を行う。 

（３）２.（２）に準じた改正を行う。 

（４）３.（４）に準じた改正を行う。 

（５）その他所要の改正を行う。 

 

５．介護保険法施行規則の一部改正 

（１）３.（２）に準じた改正を行う。 

（２）低未利用土地の長期譲渡所得の特別控除の見直しに伴い、新設された租税特別措置

法第35条の３第１項の規定を介護保険法施行規則において引用している租税特別措置

法の規定に加える改正を行う。 

（３）その他所要の改正を行う。 

 

６．健康保険法等の一部を改正する法律（平成18年法律第83号）附則第130条の２第１項の

規定によりなおその効力を有するものとされた介護保険法施行規則の一部改正 

（１）３.（２）に準じた改正を行う。 

（２）５.（２）に準じた改正を行う。 

（３）その他所要の改正を行う。 

 

７．障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行規則（平成18年厚生

労働省令第19号）の一部改正 

（１）１．（１）に準じた改正を行う。 

（２）その他所要の改正を行う。 

 

８．ハンセン病問題の解決の促進に関する法律施行規則（平成21年厚生労働省令第75号）の

一部改正 

（１）１．（１）に準じた改正を行う。 

（２）３.（２）に準じた改正を行う。 

 

９．難病の患者に対する医療等に関する法律施行規則（平成26年厚生労働省令第121号）の

一部改正 

  （１）１．（１）に準じた改正を行う。 

 

第３ 施行期日等 

１．改正省令は、令和３年１月１日から施行する。 

２．改正省令の施行に際し必要な経過措置を設けることとする。 



児
童
福
祉
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
七
条
の
三

（
略
）

第
七
条
の
三

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
削
る
）

第
一
項
の
算
定
に
当
た
つ
て
、
医
療
費
支
給
認
定
に
係
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
又
は
当
該
医
療
費
支

給
認
定
に
係
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
に
係
る
医
療
費
支
給
認
定
基
準
世
帯
員
が
地
方
税
法
第
二
百
九
十

二
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
中
「
夫
と
死
別
し
、
若
し
く
は
夫
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
夫
の

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 (分冊の)
〇
厚
生
労
働
省
令
第
二
百
十
二
号

児
童
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
七
十
四
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
四
条
及
び
第
三
十
四
条
、
児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
十
二
条
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
第
五
条
、
第
十
九
条
（
第
二
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
）
及
び
第
四
十
条
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
一
条
の

三
第
一
項
及
び
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
、
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
、
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
十
号
）
第
十
七
条
、
第
二
十
九
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
、
第
四
十
三
条

の
二
第
二
項
及
び
第
五
十
二
条
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
十
五
条
第
四
項
並
び
に
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
三
百
五
十

八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久





生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
つ
た
女
子
で

あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
同
号
イ
に
該
当
す
る
所
得
割
の
納
税
義
務

者
又
は
同
項
第
十
二
号
中
「
妻
と
死
別
し
、
若
し
く
は
妻
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
妻
の
生

死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
父
と
な
つ
た
男
子
で
あ

つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
同
号
に
該
当
す
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者
で

あ
る
と
き
は
、
同
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
額
（
当
該
者
が
同
法
第
二
百
九
十
二
条

第
一
項
第
十
一
号
イ
中
「
夫
と
死
別
し
、
若
し
く
は
夫
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
夫
の
生
死

の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
つ
た
女
子
で
あ
つ

て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
同
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
三
項
に
該
当
す
る

者
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
額
）
に
同
法
第
三
百
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
率
を
乗
じ
て
得

た
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条
の
三

令
第
二
十
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
規
定
は
、
地
方
税
法
第
三
百
十

四
条
の
七
並
び
に
附
則
第
五
条
の
四
第
六
項
及
び
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
と
す
る
。

第
十
八
条
の
三

令
第
二
十
四
条
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
規
定
は
、
地
方
税
法
第
三
百
十

四
条
の
七
並
び
に
附
則
第
五
条
の
四
第
六
項
及
び
第
五
条
の
四
の
二
第
六
項
と
す
る
。

第
十
八
条
の
三
の
二

所
得
割
（
令
第
二
十
四
条
第
二
号
、
第
三
号
ロ
、
第
四
号
ロ
及
び
第
五
号
に
規
定
す
る
所

得
割
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
額
を
算
定
す
る
場
合
に
は
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
八

号
に
規
定
す
る
扶
養
親
族
（
十
六
歳
未
満
の
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
扶
養
親
族
」
と
い
う
。）及

び
同
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
特
定
扶
養
親
族
（
十
九
歳
未
満
の
者
に
限
る
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
扶
養
親
族
」
と
い
う
。）が
あ
る
と
き
は
、
同
号
に
規
定
す
る
額
（
扶
養
親
族
に
係

る
も
の
及
び
特
定
扶
養
親
族
に
係
る
も
の
（
扶
養
親
族
に
係
る
額
に
相
当
す
る
も
の
を
除
く
。）に
限
る
。）に
同

法
第
三
百
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
所
得
割
の
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条
の
三
の
二

所
得
割
（
令
第
二
十
四
条
第
二
号
、
第
三
号
ロ
、
第
四
号
ロ
及
び
第
五
号
に
規
定
す
る
所

得
割
を
い
う
。
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
額
を
算
定
す
る
場
合
に
は
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
税
法
第
二
百
九
十
二
条

第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
扶
養
親
族
（
十
六
歳
未
満
の
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
扶
養
親
族
」

と
い
う
。）及
び
同
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
特
定
扶
養
親
族
（
十
九
歳
未
満
の
者

に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
扶
養
親
族
」
と
い
う
。）が
あ
る
と
き
は
、
同
号
に
規
定
す
る
額
（
扶

養
親
族
に
係
る
も
の
及
び
特
定
扶
養
親
族
に
係
る
も
の
（
扶
養
親
族
に
係
る
額
に
相
当
す
る
も
の
を
除
く
。）に

限
る
。）に
同
法
第
三
百
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
所
得
割
の
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
す
る
も
の

と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
削
る
）

所
得
割
の
額
を
算
定
す
る
場
合
に
は
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
又
は
当
該
通
所
給
付
決
定
保
護
者
と
同
一
の

世
帯
に
属
す
る
者
が
地
方
税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
中
「
夫
と
死
別
し
、
若
し
く
は
夫
と
離

婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
夫
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を

「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
つ
た
女
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合

に
同
号
イ
に
該
当
す
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者
又
は
同
項
第
十
二
号
中
「
妻
と
死
別
し
、
若
し
く
は
妻
と
離
婚

し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
妻
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」と
あ
る
の
を「
婚

姻
に
よ
ら
な
い
で
父
と
な
つ
た
男
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
同

号
に
該
当
す
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す

る
額
（
当
該
者
が
同
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
中
「
夫
と
死
別
し
、
若
し
く
は
夫
と
離
婚
し
た

後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
夫
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻

に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
つ
た
女
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
同
法

第
三
百
十
四
条
の
二
第
三
項
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
額
）
に
同
法
第
三
百
十
四
条

の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

（
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
五
号
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
認
定
の
請
求
）

（
認
定
の
請
求
）

第
一
条

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。）第
五
条
の
規
定
に
よ
る
特
別
児
童
扶
養
手
当
（
以
下
「
手
当
」
と
い
う
。）の
受
給
資
格
及
び
そ
の
額

に
つ
い
て
の
認
定
の
請
求
は
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
認
定
請
求
書
（
様
式
第
一
号
）
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
等

を
添
え
て
、
こ
れ
を
都
道
府
県
知
事
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条

の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。）の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
受
給
資
格
者
に
つ

い
て
は
、
当
該
指
定
都
市
の
長
。
第
十
条
第
二
項
、
第
十
五
条
、
第
十
六
条
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
、

第
二
十
八
条
第
二
項
及
び
第
二
十
九
条
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
一
条

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。）第
五
条
の
規
定
に
よ
る
特
別
児
童
扶
養
手
当
（
以
下
「
手
当
」
と
い
う
。）の
受
給
資
格
及
び
そ
の
額

に
つ
い
て
の
認
定
の
請
求
は
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
認
定
請
求
書
（
様
式
第
一
号
）
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
等

を
添
え
て
、
こ
れ
を
都
道
府
県
知
事
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条

の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。）の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
受
給
資
格
者
に
つ

い
て
は
、
当
該
指
定
都
市
の
長
。
第
十
条
第
二
項
、
第
十
五
条
、
第
十
六
条
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
、

第
二
十
八
条
第
二
項
及
び
第
二
十
九
条
を
除
き
、
以
下
同
じ
。）に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

受
給
資
格
者
の
前
年
（
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
間
に
請
求
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
前
々
年
と
す
る
。
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。）の
所
得
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
書
類
等

六

受
給
資
格
者
の
前
年
（
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
間
に
請
求
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
前
々
年
と
す
る
。
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。）の
所
得
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
書
類
等

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

受
給
資
格
者
が
令
第
五
条
第
二
項
各
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
市
町
村
長
の
証
明
書

ロ

受
給
資
格
者
が
令
第
五
条
第
二
項
各
号
に
該
当
す
る
と
き
（
ハ
に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。）は
、
当
該

事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
市
町
村
長
の
証
明
書

（
削
る
）

ハ

受
給
資
格
者
が
令
第
五
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該

事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

ハ
〜
ホ

（
略
）

ニ
〜
ヘ

（
略
）

七

配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下

同
じ
。）が
あ
る
受
給
資
格
者
又
は
法
第
七
条
に
規
定
す
る
扶
養
義
務
者
が
あ
る
父
若
し
く
は
母
で
あ
る
受
給

資
格
者
若
し
く
は
法
第
八
条
に
規
定
す
る
扶
養
義
務
者
が
あ
る
養
育
者
で
あ
る
受
給
資
格
者
に
あ
つ
て
は
、

当
該
配
偶
者
又
は
当
該
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
書
類

七

配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下

同
じ
。）が
あ
る
受
給
資
格
者
又
は
法
第
七
条
に
規
定
す
る
扶
養
義
務
者
が
あ
る
父
若
し
く
は
母
で
あ
る
受
給

資
格
者
若
し
く
は
法
第
八
条
に
規
定
す
る
扶
養
義
務
者
が
あ
る
養
育
者
で
あ
る
受
給
資
格
者
に
あ
つ
て
は
、

当
該
配
偶
者
又
は
当
該
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

当
該
配
偶
者
又
は
当
該
扶
養
義
務
者
が
令
第
五
条
第
二
項
各
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
事
実
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
市
町
村
長
の
証
明
書

ロ

当
該
配
偶
者
又
は
当
該
扶
養
義
務
者
が
令
第
五
条
第
二
項
各
号
に
該
当
す
る
と
き
（
ハ
に
該
当
す
る
と

き
を
除
く
。）は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
市
町
村
長
の
証
明
書

（
削
る
）

ハ

当
該
配
偶
者
又
は
当
該
扶
養
義
務
者
が
令
第
五
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者

で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

ハ

（
略
）

ニ

（
略
）

（
死
亡
の
届
出
）

（
死
亡
の
届
出
）

第
十
二
条

受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
戸
籍
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る

死
亡
の
届
出
義
務
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
に
、
そ
の
死
亡
を
証
す
る
書
類
を
添
え

て
、
十
四
日
以
内
に
、
こ
れ
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条

受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
戸
籍
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る

死
亡
の
届
出
義
務
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
に
、
そ
の
死
亡
を
証
す
る
書
類
を
添
え

て
、
十
四
日
以
内
に
、
こ
れ
を
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名

一

氏
名
及
び
個
人
番
号

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



（
障
害
児
福
祉
手
当
及
び
特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

障
害
児
福
祉
手
当
及
び
特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
年
厚
生
省
令
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
認
定
の
請
求
）

（
認
定
の
請
求
）

第
二
条

法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
福
祉
手
当
の
受
給
資
格
に
つ
い
て
の
認
定
の
請
求
は
、
障
害
児
福

祉
手
当
認
定
請
求
書
（
様
式
第
一
号
）
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
等
を
添
え
て
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
福
祉
事
務

所
（
社
会
福
祉
法
に
定
め
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
管
理
す
る
都
道
府
県
知
事
、
市

長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。）又
は
町
村
長
（
以
下
「
手
当
の
支
給
機
関
」
と
い
う
。）に
提
出
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条

法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
障
害
児
福
祉
手
当
の
受
給
資
格
に
つ
い
て
の
認
定
の
請
求
は
、
障
害
児
福

祉
手
当
認
定
請
求
書
（
様
式
第
一
号
）
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
等
を
添
え
て
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
福
祉
事
務

所
（
社
会
福
祉
法
に
定
め
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
管
理
す
る
都
道
府
県
知
事
、
市

長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。）又
は
町
村
長
（
以
下
「
手
当
の
支
給
機
関
」
と
い
う
。）に
提
出
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

受
給
資
格
者
の
前
年
（
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
間
に
請
求
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
前
々
年
と
す
る
。
以
下

こ
の
条
及
び
第
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
所
得
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
書
類

四

受
給
資
格
者
の
前
年
（
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
間
に
請
求
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
前
々
年
と
す
る
。
以
下

こ
の
条
及
び
第
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
所
得
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

受
給
資
格
者
が
令
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
第
二
項
各
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、

当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
市
町
村
長
の
証
明
書

ハ

受
給
資
格
者
が
令
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
第
二
項
各
号
に
該
当
す
る
と
き
（
ニ

に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。）は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
市
町
村
長
の
証
明
書

（
削
る
）

ニ

受
給
資
格
者
が
令
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
所
得
割

の
納
税
義
務
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

ニ

（
略
）

ホ

（
略
）

五

配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下

同
じ
。）又
は
法
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
扶
養
義
務
者
が
あ
る
受
給
資
格
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
配
偶
者
又

は
当
該
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
書
類

五

配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下

同
じ
。）又
は
法
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
扶
養
義
務
者
が
あ
る
受
給
資
格
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
配
偶
者
又

は
当
該
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

当
該
配
偶
者
又
は
当
該
扶
養
義
務
者
が
令
第
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
第
二
項
各
号

に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
市
町
村
長
の
証
明
書

ロ

当
該
配
偶
者
又
は
当
該
扶
養
義
務
者
が
令
第
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
第
二
項
各
号

に
該
当
す
る
と
き
（
ハ
に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。）は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
市

町
村
長
の
証
明
書

（
削
る
）

ハ

当
該
配
偶
者
又
は
当
該
扶
養
義
務
者
が
令
第
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
第
二
項
第
三

号
に
規
定
す
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書

類

ハ

（
略
）

ニ

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
死
亡
の
届
出
）

（
死
亡
の
届
出
）

第
十
条

受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
戸
籍
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
死

亡
の
届
出
義
務
者
は
、
当
該
受
給
者
の
氏
名
及
び
死
亡
し
た
年
月
日
を
記
載
し
た
届
書
に
そ
の
死
亡
を
証
す
る

書
類
を
添
え
て
、
十
四
日
以
内
に
、
こ
れ
を
手
当
の
支
給
機
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条

受
給
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
戸
籍
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
死

亡
の
届
出
義
務
者
は
、
当
該
受
給
者
の
氏
名
及
び
個
人
番
号
並
び
に
死
亡
し
た
年
月
日
を
記
載
し
た
届
書
に
そ

の
死
亡
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
、
十
四
日
以
内
に
、
こ
れ
を
手
当
の
支
給
機
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
認
定
の
請
求
）

（
認
定
の
請
求
）

第
十
五
条

法
第
二
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
特
別
障
害
者
手
当
の
受
給
資

格
に
つ
い
て
の
認
定
の
請
求
は
、
特
別
障
害
者
手
当
認
定
請
求
書
（
様
式
第
五
号
）
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
等

を
添
え
て
、
手
当
の
支
給
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
五
条

法
第
二
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
特
別
障
害
者
手
当
の
受
給
資

格
に
つ
い
て
の
認
定
の
請
求
は
、
特
別
障
害
者
手
当
認
定
請
求
書
（
様
式
第
五
号
）
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
等

を
添
え
て
、
手
当
の
支
給
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

受
給
資
格
者
の
前
年
の
所
得
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
書
類

四

受
給
資
格
者
の
前
年
の
所
得
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
〜
ハ

（
略
）

イ
〜
ハ

（
略
）

ニ

受
給
資
格
者
が
令
第
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
第
二
項
各
号
に
該
当
す
る
と
き

は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
市
町
村
長
の
証
明
書

ニ

受
給
資
格
者
が
令
第
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
第
二
項
各
号
に
該
当
す
る
と
き

（
ホ
に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。）は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
市
町
村
長
の
証
明
書

（
削
る
）

ホ

受
給
資
格
者
が
令
第
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
所
得

割
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

ホ

（
略
）

ヘ

（
略
）

五

配
偶
者
又
は
法
第
二
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
扶
養
義
務
者
が
あ
る

受
給
資
格
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
配
偶
者
又
は
当
該
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
書

類

五

配
偶
者
又
は
法
第
二
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
扶
養
義
務
者
が
あ
る

受
給
資
格
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
配
偶
者
又
は
当
該
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
書

類

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

当
該
配
偶
者
又
は
当
該
扶
養
義
務
者
が
令
第
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
第
二
項
各

号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
市
町
村
長
の
証
明
書

ロ

当
該
配
偶
者
又
は
当
該
扶
養
義
務
者
が
令
第
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
第
二
項
各

号
に
該
当
す
る
と
き
（
ハ
に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。）は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

市
町
村
長
の
証
明
書

（
削
る
）

ハ

当
該
配
偶
者
又
は
当
該
扶
養
義
務
者
が
令
第
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
五
条
第
二
項
第

三
号
に
規
定
す
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

書
類

ハ

（
略
）

ニ

（
略
）

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
被
保
険
者
）

（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
被
保
険
者
）

第
八
十
三
条
の
五

法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
被
保
険
者
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
市
町
村
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
（
短
期
入
所
生
活
介
護
及
び
短
期
入
所

療
養
介
護
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
に
つ
き
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
又
は
特
例
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
を
受
け
る
者
に
限
る
。）と
す
る
。

第
八
十
三
条
の
五

法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
被
保
険
者
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
市
町
村
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
（
短
期
入
所
生
活
介
護
及
び
短
期
入
所

療
養
介
護
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
に
つ
き
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
又
は
特
例
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
を
受
け
る
者
に
限
る
。）と
す
る
。

一

そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
全
て
の
世
帯
員
並
び
に
そ
の
者
の
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な

い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
み
、
配
偶
者
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
、
要
介

護
被
保
険
者
が
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第

三
十
一
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
受
け
た
場
合
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
場

合
に
お
け
る
当
該
配
偶
者
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）が
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
に

規
定
す
る
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
度
（
当
該
特
定
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
）分
の
地
方
税
法（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を

含
む
も
の
と
し
、
同
法
第
三
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
っ
て
課
す
る
所
得
割
を
除
く
。
第
九
十
七
条
の
三
に

お
い
て
同
じ
。）が
課
さ
れ
て
い
な
い
者
又
は
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
が

免
除
さ
れ
た
者（
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。

同
条
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
り
、
か
つ
、当
該
要
介
護
被
保
険
者
及
び
そ
の
者
の
配
偶
者
が
所
有
す
る
現
金
、

所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
預
貯
金
、
同
項
第
十
一

号
に
規
定
す
る
合
同
運
用
信
託
、
同
項
第
十
五
号
の
三
に
規
定
す
る
公
募
公
社
債
等
運
用
投
資
信
託
及
び
同

項
第
十
七
号
に
規
定
す
る
有
価
証
券
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
資
産
の
合
計
額
と
し
て
市
町
村
長
が
認
定
し

た
額
が
二
千
万
円
（
当
該
要
介
護
被
保
険
者
に
配
偶
者
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
千
万
円
）
以
下
で
あ

る
も
の

一

そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
全
て
の
世
帯
員
並
び
に
そ
の
者
の
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な

い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
み
、
配
偶
者
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
、
要
介

護
被
保
険
者
が
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第

三
十
一
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
受
け
た
場
合
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
場

合
に
お
け
る
当
該
配
偶
者
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）が
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
に

規
定
す
る
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
度
（
当
該
特
定
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
）分
の
地
方
税
法（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
（
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
別
区
民
税
を

含
む
も
の
と
し
、
同
法
第
三
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
っ
て
課
す
る
所
得
割
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）が
課
さ

れ
て
い
な
い
者
又
は
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
が
免
除
さ
れ
た
者
（
当
該

市
町
村
民
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。）で
あ
り
、
か
つ
、
当

該
要
介
護
被
保
険
者
及
び
そ
の
者
の
配
偶
者
が
所
有
す
る
現
金
、
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三

号
）
第
二
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
預
貯
金
、
同
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
合
同
運
用
信
託
、
同
項
第

十
五
号
の
三
に
規
定
す
る
公
募
公
社
債
等
運
用
投
資
信
託
及
び
同
項
第
十
七
号
に
規
定
す
る
有
価
証
券
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
資
産
の
合
計
額
と
し
て
市
町
村
長
が
認
定
し
た
額
が
二
千
万
円
（
当
該
要
介
護
被
保
険

者
に
配
偶
者
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
千
万
円
）
以
下
で
あ
る
も
の

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

四

前
三
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
介
護
保
険
施
設
又
は
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
者
で

あ
っ
て
、
そ
の
属
す
る
世
帯
の
構
成
員
の
数（
そ
の
者
の
配
偶
者
が
同
一
の
世
帯
に
属
し
て
い
な
い
と
き
は
、

そ
の
数
に
一
を
加
え
た
数
）
が
二
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

四

前
三
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
介
護
保
険
施
設
又
は
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
者
で

あ
っ
て
、
そ
の
属
す
る
世
帯
の
構
成
員
の
数（
そ
の
者
の
配
偶
者
が
同
一
の
世
帯
に
属
し
て
い
な
い
と
き
は
、

そ
の
数
に
一
を
加
え
た
数
）
が
二
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

イ

そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
全
て
の
世
帯
員
（
当
該
世
帯
主
又
は
世
帯
員
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て

特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
介
護
保
険
施
設
又
は
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
こ
と
に

よ
り
当
該
者
が
世
帯
を
異
に
し
て
も
、
当
該
者
は
、
な
お
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
も
の
と
み
な
す
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）並
び
に
そ
の
者
の
配
偶
者
の
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の

前
年（
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、前
々

年
）
中
の
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
（
所
得
税
法
第
三
十
五
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
を
い
う
。）及
び
当
該
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の
前
年
（
当
該
特
定
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
）
の
合
計

所
得
金
額
（
地
方
税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
を
い
い
、
当
該

合
計
所
得
金
額
に
所
得
税
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

当
該
給
与
所
得
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭

イ

そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
全
て
の
世
帯
員
（
当
該
世
帯
主
又
は
世
帯
員
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て

特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
介
護
保
険
施
設
又
は
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
こ
と
に

よ
り
当
該
者
が
世
帯
を
異
に
し
て
も
、
当
該
者
は
、
な
お
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
も
の
と
み
な
す
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）並
び
に
そ
の
者
の
配
偶
者
の
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の

前
年（
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、前
々

年
）
中
の
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
（
所
得
税
法
第
三
十
五
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
を
い
う
。）及
び
当
該
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の
前
年
（
当
該
特
定
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
）
の
合
計

所
得
金
額
（
地
方
税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
を
い
う
。）（
租

税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第

三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
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和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
三
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
が
行
わ
れ
て
い
る

場
合
に
は
、
そ
の
控
除
前
の
金
額
）
か
ら
十
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
（
当
該
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に

は
、
零
と
す
る
。）に
よ
る
も
の
と
し
、
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、

第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、

第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
三
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
合
計
所
得
金
額
か
ら
特
別
控
除
額
（
同
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三

十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三

十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
三
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
べ
き
金
額
及
び
同
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三

十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得

の
金
額
か
ら
控
除
す
べ
き
金
額
の
合
計
額
を
い
う
。）を
控
除
し
て
得
た
額
と
し
、
当
該
合
計
所
得
金
額
が

零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。）か
ら
所
得
税
法
第
三
十
五
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
を
控

除
し
て
得
た
額
（
当
該
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。）の
合
計
額
か
ら
当
該
特
定
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
又
は
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
込
額
に
九
十
分
の
十
（
法

第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
八
十
分
の
二
十
、
同
条
第
二
項
の
規

定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
七
十
分
の
三
十
）
を
乗
じ
て
得
た
額
（
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
支

給
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
込
額
を
控
除
す
る
。）の
年
額
並
び

に
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
及
び
居
住
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
払
う
見
込
額
の
年
額
の
合
計
額
を
控

除
し
て
得
た
額
が
、
八
十
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

三
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
合
計
所
得
金
額
か
ら

特
別
控
除
額
（
同
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条

の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三

十
六
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
べ
き

金
額
及
び
同
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二

第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三

十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
べ
き
金
額
の
合
計
額
を
い
う
。）を
控
除

し
て
得
た
額
と
す
る
。）か
ら
所
得
税
法
第
三
十
五
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
を
控
除
し
て
得
た
額

（
当
該
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。）の
合
計
額
か
ら
当
該
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
施

設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
又
は
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
込
額
に
九
十
分
の
十
（
法
第
四
十
九
条
の

二
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
八
十
分
の
二
十
、
同
条
第
二
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
七
十
分
の
三
十
）
を
乗
じ
て
得
た
額
（
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
支
給
さ
れ
る
見
込

み
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
込
額
を
控
除
す
る
。）の
年
額
並
び
に
食
事
の
提
供

に
要
す
る
費
用
及
び
居
住
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
払
う
見
込
額
の
年
額
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額

が
、
八
十
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ロ
〜
ニ

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

（
法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
）

（
法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
）

第
九
十
七
条
の
三

法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
は
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
市
町
村
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
（
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護

及
び
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
に
つ
い
て
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
又
は
特
例
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支

給
を
受
け
る
者
に
限
る
。）と
す
る
。

第
九
十
七
条
の
三

法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
は
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
市
町
村
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
（
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護

及
び
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
に
つ
い
て
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
又
は
特
例
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支

給
を
受
け
る
者
に
限
る
。）と
す
る
。

一

そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
全
て
の
世
帯
員
並
び
に
そ
の
者
の
配
偶
者
が
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

（
法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
受
け
る
日

の
属
す
る
年
度
（
当
該
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
て
い
な
い
者
又
は
市
町
村

の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
が
免
除
さ
れ
た
者
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
居
宅
要
支
援

被
保
険
者
及
び
そ
の
者
の
配
偶
者
が
所
有
す
る
現
金
、
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
預
貯

金
、
同
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
合
同
運
用
信
託
、
同
項
第
十
五
号
の
三
に
規
定
す
る
公
募
公
社
債
等
運
用

投
資
信
託
及
び
同
項
第
十
七
号
に
規
定
す
る
有
価
証
券
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
資
産
の
合
計
額
と
し
て
市

町
村
長
が
認
定
し
た
額
が
二
千
万
円
（
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
配
偶
者
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

一
千
万
円
）
以
下
で
あ
る
も
の
。

一

そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
全
て
の
世
帯
員
並
び
に
そ
の
者
の
配
偶
者
が
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

（
法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
受
け
る
日

の
属
す
る
年
度
（
当
該
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合

に
あ
っ
て
は
、
前
年
度
）
分
の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
て
い
な
い
者
又
は
市
町
村

の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
市
町
村
民
税
が
免
除
さ
れ
た
者
（
当
該
市
町
村
民
税
の
賦
課
期
日
に

お
い
て
同
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。）で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
及

び
そ
の
者
の
配
偶
者
が
所
有
す
る
現
金
、
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
預
貯
金
、
同
項
第

十
一
号
に
規
定
す
る
合
同
運
用
信
託
、
同
項
第
十
五
号
の
三
に
規
定
す
る
公
募
公
社
債
等
運
用
投
資
信
託
及

び
同
項
第
十
七
号
に
規
定
す
る
有
価
証
券
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
資
産
の
合
計
額
と
し
て
市
町
村
長
が
認

定
し
た
額
が
二
千
万
円
（
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
配
偶
者
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
千
万
円
）

以
下
で
あ
る
も
の
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

（
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
旧
措
置
入
所
者
）

（
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
旧
措
置
入
所
者
）

第
百
七
十
二
条
の
二

第
八
十
三
条
の
五
、
第
八
十
三
条
の
六
（
第
一
項
第
六
号
を
除
く
。）、
第
八
十
三
条
の
七

及
び
第
八
十
三
条
の
八
の
規
定
は
、
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
旧
措
置
入

所
者
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
要
介
護
旧
措
置
入
所
者
を
い
う
。）に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字

句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
七
十
二
条
の
二

第
八
十
三
条
の
五
、
第
八
十
三
条
の
六
（
第
一
項
第
六
号
を
除
く
。）、
第
八
十
三
条
の
七

及
び
第
八
十
三
条
の
八
の
規
定
は
、
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
旧
措
置
入

所
者
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
要
介
護
旧
措
置
入
所
者
を
い
う
。）に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字

句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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第
八
十
三
条
の
五

（
略
）

（
略
）

第
八
十
三
条
の
五

（
略
）

（
略
）

除
く
。
同
条
に
お
い
て
同
じ
。）で

あ
り
、
か
つ
、
当
該
要
介
護
被
保

険
者
及
び
そ
の
者
の
配
偶
者
が
所

有
す
る
現
金
、
所
得
税
法
（
昭
和

四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二

条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
預

貯
金
、
同
項
第
十
一
号
に
規
定
す

る
合
同
運
用
信
託
、
同
項
第
十
五

号
の
三
に
規
定
す
る
公
募
公
社
債

等
運
用
投
資
信
託
及
び
同
項
第
十

七
号
に
規
定
す
る
有
価
証
券
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
資
産
の
合
計

額
と
し
て
市
町
村
長
が
認
定
し
た

額
が
二
千
万
円
（
当
該
要
介
護
被

保
険
者
に
配
偶
者
が
な
い
場
合
に

あ
っ
て
は
、
一
千
万
円
）
以
下
で

あ
る
も
の

除
く
。）

除
く
。）で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
要

介
護
被
保
険
者
及
び
そ
の
者
の
配

偶
者
が
所
有
す
る
現
金
、
所
得
税

法
第
二
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定

す
る
預
貯
金
、
同
項
第
十
一
号
に

規
定
す
る
合
同
運
用
信
託
、
同
項

第
十
五
号
の
三
に
規
定
す
る
公
募

公
社
債
等
運
用
投
資
信
託
及
び
同

項
第
十
七
号
に
規
定
す
る
有
価
証

券
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
資
産

の
合
計
額
と
し
て
市
町
村
長
が
認

定
し
た
額
が
二
千
万
円
（
当
該
要

介
護
被
保
険
者
に
配
偶
者
が
な
い

場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
千
万
円
）

以
下
で
あ
る
も
の
。

除
く
。）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
被
保
険
者
）

（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
被
保
険
者
）

第
八
十
三
条
の
五

法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
被
保
険
者
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
市
町
村
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
（
短
期
入
所
生
活
介
護
及
び
短
期
入
所

療
養
介
護
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
に
つ
き
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
又
は
特
例
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
を
受
け
る
者
に
限
る
。）と
す
る
。

第
八
十
三
条
の
五

法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
被
保
険
者
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
市
町
村
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
（
短
期
入
所
生
活
介
護
及
び
短
期
入
所

療
養
介
護
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
に
つ
き
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
又
は
特
例
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
を
受
け
る
者
に
限
る
。）と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

前
三
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
介
護
保
険
施
設
又
は
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
者
で

あ
っ
て
、
そ
の
属
す
る
世
帯
の
構
成
員
の
数（
そ
の
者
の
配
偶
者
が
同
一
の
世
帯
に
属
し
て
い
な
い
と
き
は
、

そ
の
数
に
一
を
加
え
た
数
）
が
二
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

四

前
三
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
介
護
保
険
施
設
又
は
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
者
で

あ
っ
て
、
そ
の
属
す
る
世
帯
の
構
成
員
の
数（
そ
の
者
の
配
偶
者
が
同
一
の
世
帯
に
属
し
て
い
な
い
と
き
は
、

そ
の
数
に
一
を
加
え
た
数
）
が
二
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

イ

そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
全
て
の
世
帯
員
（
当
該
世
帯
主
又
は
世
帯
員
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て

特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
介
護
保
険
施
設
又
は
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
こ
と
に

よ
り
当
該
者
が
世
帯
を
異
に
し
て
も
、
当
該
者
は
、
な
お
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
も
の
と
み
な
す
。
以
下

イ

そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
全
て
の
世
帯
員
（
当
該
世
帯
主
又
は
世
帯
員
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て

特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
介
護
保
険
施
設
又
は
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
こ
と
に

よ
り
当
該
者
が
世
帯
を
異
に
し
て
も
、
当
該
者
は
、
な
お
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
も
の
と
み
な
す
。
以
下
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こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）並
び
に
そ
の
者
の
配
偶
者
の
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の

前
年（
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、前
々

年
）
中
の
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
（
所
得
税
法
第
三
十
五
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
を
い
う
。）及
び
当
該
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の
前
年
（
当
該
特
定
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
）
の
合
計

所
得
金
額
（
地
方
税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
を
い
い
、
当
該

合
計
所
得
金
額
に
所
得
税
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

当
該
給
与
所
得
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭

和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
十
一
条
の
三
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
が
行
わ
れ
て
い
る

場
合
に
は
、
そ
の
控
除
前
の
金
額
）
か
ら
十
万
円
を
控
除
し
て
得
た
額
（
当
該
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に

は
、
零
と
す
る
。）に
よ
る
も
の
と
し
、
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、

第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、

第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
三
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
合
計
所
得
金
額
か
ら
特
別
控
除
額
（
同
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三

十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三

十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
三
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
べ
き
金
額
及
び
同
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三

十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得

の
金
額
か
ら
控
除
す
べ
き
金
額
の
合
計
額
を
い
う
。）を
控
除
し
て
得
た
額
と
し
、
当
該
合
計
所
得
金
額
が

零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。）か
ら
所
得
税
法
第
三
十
五
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
を
控

除
し
て
得
た
額
（
当
該
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。）の
合
計
額
か
ら
当
該
特
定
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
又
は
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
込
額
に
九
十
分
の
十
（
法

第
四
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
八
十
分
の
二
十
、
同
条
第
二
項
の
規

定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
七
十
分
の
三
十
）
を
乗
じ
て
得
た
額
（
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
支

給
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
込
額
を
控
除
す
る
。）の
年
額
並
び

に
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
及
び
居
住
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
払
う
見
込
額
の
年
額
の
合
計
額
を
控

除
し
て
得
た
額
が
、
八
十
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）並
び
に
そ
の
者
の
配
偶
者
の
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の

前
年（
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、前
々

年
）
中
の
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
（
所
得
税
法
第
三
十
五
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
を
い
う
。）及
び
当
該
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
年
の
前
年
（
当
該
特
定
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
日
の
属
す
る
月
が
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
々
年
）
の
合
計

所
得
金
額
（
地
方
税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
を
い
う
。）（
租

税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第

三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第

三
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
合
計
所
得
金
額
か
ら

特
別
控
除
額
（
同
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条

の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三

十
六
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
べ
き

金
額
及
び
同
法
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二

第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
三

十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
控
除
す
べ
き
金
額
の
合
計
額
を
い
う
。）を
控
除

し
て
得
た
額
と
す
る
。）か
ら
所
得
税
法
第
三
十
五
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
を
控
除
し
て
得
た
額

（
当
該
額
が
零
を
下
回
る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。）の
合
計
額
か
ら
当
該
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
施

設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
又
は
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
込
額
に
九
十
分
の
十
（
法
第
四
十
九
条
の

二
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
八
十
分
の
二
十
、
同
条
第
二
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
七
十
分
の
三
十
）
を
乗
じ
て
得
た
額
（
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
支
給
さ
れ
る
見
込

み
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
込
額
を
控
除
す
る
。）の
年
額
並
び
に
食
事
の
提
供

に
要
す
る
費
用
及
び
居
住
に
要
す
る
費
用
と
し
て
支
払
う
見
込
額
の
年
額
の
合
計
額
を
控
除
し
て
得
た
額

が
、
八
十
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ロ
〜
ニ

（
略
）

ロ
〜
ニ

（
略
）

（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
令
第
十
七
条
第
二
号
イ
及
び
ロ
並
び
に
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
額
の
算
定
方
法
）

（
令
第
十
七
条
第
二
号
イ
及
び
ロ
並
び
に
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
額
の
算
定
方
法
）

第
二
十
六
条
の
三

所
得
割（
令
第
十
七
条
第
二
号
イ
及
び
ロ
並
び
に
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
所
得
割
を
い
う
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
額
を
算
定
す
る
場
合
に
は
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二

年
法
律
第
四
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る

扶
養
親
族
（
十
六
歳
未
満
の
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
扶
養
親
族
」
と
い
う
。）及
び
同
法
第
三
百

十
四
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
特
定
扶
養
親
族
（
十
九
歳
未
満
の
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
特
定
扶
養
親
族
」
と
い
う
。）が
あ
る
と
き
は
、
同
号
に
規
定
す
る
額
（
扶
養
親
族
に
係
る
も
の
及
び
特

定
扶
養
親
族
に
係
る
も
の
（
扶
養
親
族
に
係
る
額
に
相
当
す
る
も
の
を
除
く
。）に
限
る
。）に
同
法
第
三
百
十
四

条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
所
得
割
の
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
六
条
の
三

所
得
割（
令
第
十
七
条
第
二
号
イ
及
び
ロ
並
び
に
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
所
得
割
を
い
う
。

次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
額
を
算
定
す
る
場
合
に
は
、地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
平

成
二
十
二
年
法
律
第
四
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
八
号
に

規
定
す
る
扶
養
親
族
（
十
六
歳
未
満
の
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
扶
養
親
族
」
と
い
う
。）及
び
同

法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
特
定
扶
養
親
族
（
十
九
歳
未
満
の
者
に
限
る
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
特
定
扶
養
親
族
」
と
い
う
。）が
あ
る
と
き
は
、
同
号
に
規
定
す
る
額
（
扶
養
親
族
に
係
る
も

の
及
び
特
定
扶
養
親
族
に
係
る
も
の
（
扶
養
親
族
に
係
る
額
に
相
当
す
る
も
の
を
除
く
。）に
限
る
。）に
同
法
第

三
百
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
所
得
割
の
税
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



２

（
略
）

２

（
略
）

（
削
る
）

３

所
得
割
の
額
を
算
定
す
る
場
合
に
は
、
支
給
決
定
障
害
者
等
又
は
当
該
支
給
決
定
障
害
者
等
と
同
一
の
世
帯

に
属
す
る
者
が
地
方
税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
中
「
夫
と
死
別
し
、
若
し
く
は
夫
と
離
婚
し

た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
夫
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚

姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
つ
た
女
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
同

号
イ
に
該
当
す
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者
又
は
同
項
第
十
二
号
中
「
妻
と
死
別
し
、
若
し
く
は
妻
と
離
婚
し
た

後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
妻
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻

に
よ
ら
な
い
で
父
と
な
つ
た
男
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
同
号

に
該
当
す
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る

額
（
当
該
者
が
同
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
中
「
夫
と
死
別
し
、
若
し
く
は
夫
と
離
婚
し
た
後

婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
夫
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に

よ
ら
な
い
で
母
と
な
つ
た
女
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
同
法
第

三
百
十
四
条
の
二
第
三
項
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
額
）
に
同
法
第
三
百
十
四
条
の

三
第
一
項
に
規
定
す
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

（
支
給
認
定
に
係
る
政
令
で
定
め
る
基
準
の
額
の
算
定
方
法
）

（
支
給
認
定
に
係
る
政
令
で
定
め
る
基
準
の
額
の
算
定
方
法
）

第
三
十
八
条
の
二

令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
得
割
の
額
を
算
定
す
る
場
合
に
は
、
第
二
十
六
条
の

三
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
支
給
決
定
障
害
者
等
又
は
当
該
支
給
決
定

障
害
者
等
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
、「
支
給
認
定
に
係
る
障
害
者
等
又
は
支
給
認
定
基
準
世

帯
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
八
条
の
二

令
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
得
割
の
額
を
算
定
す
る
場
合
に
は
、
第
二
十
六
条
の

三
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
支
給
決
定
障
害
者
等
又
は
当
該
支
給
決

定
障
害
者
等
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
、「
支
給
認
定
に
係
る
障
害
者
等
又
は
支
給
認
定
基
準

世
帯
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
令
第
三
十
五
条
第
二
号
に
規
定
す
る
額
の
算
定
方
法
）

（
令
第
三
十
五
条
第
二
号
に
規
定
す
る
額
の
算
定
方
法
）

第
五
十
一
条
の
二

令
第
三
十
五
条
第
二
号
に
規
定
す
る
所
得
割
の
額
を
算
定
す
る
場
合
に
は
、
第
二
十
六
条
の

三
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
支
給
決
定
障
害
者
等
又
は
当
該
支
給
決
定

障
害
者
等
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
、「
支
給
認
定
に
係
る
障
害
者
等
又
は
支
給
認
定
基
準
世

帯
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
一
条
の
二

令
第
三
十
五
条
第
二
号
に
規
定
す
る
所
得
割
の
額
を
算
定
す
る
場
合
に
は
、
第
二
十
六
条
の

三
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
支
給
決
定
障
害
者
等
又
は
当
該
支
給
決

定
障
害
者
等
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
、「
支
給
認
定
に
係
る
障
害
者
等
又
は
支
給
認
定
基
準

世
帯
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
令
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
額
の
算
定
方
法
）

（
令
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
額
の
算
定
方
法
）

第
六
十
五
条
の
三

令
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
所
得
割
の
額
を
算
定
す
る
場
合
に
は
、
第
二
十
六

条
の
三
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
支
給
決
定
障
害
者
等
又
は
当
該
支
給

決
定
障
害
者
等
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
、「
法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
申
請
に
係
る
障
害
者

等
又
は
そ
の
属
す
る
世
帯
の
他
の
世
帯
員
（
障
害
者
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
配
偶
者
に
限
る
。）」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
五
条
の
三

令
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
所
得
割
の
額
を
算
定
す
る
場
合
に
は
、
第
二
十
六

条
の
三
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
支
給
決
定
障
害
者
等
又
は
当
該
支

給
決
定
障
害
者
等
と
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
、「
法
第
七
十
六
条
第
一
項
の
申
請
に
係
る
障
害

者
等
又
は
そ
の
属
す
る
世
帯
の
他
の
世
帯
員
（
障
害
者
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
配
偶
者
に
限
る
。）」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
退
所
者
給
与
金
の
支
給
の
制
限
等
）

（
退
所
者
給
与
金
の
支
給
の
制
限
等
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
条
第
二
項
及
び
第
一
項
に
規
定
す
る
所
得
の
額
は
、
そ
の
所
得
が
生
じ
た
年
の
翌
年
の
四
月
一
日
の
属
す

る
年
度
分
の
道
府
県
民
税
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
当
該
年
度
分
道
府
県
民
税
」
と
い
う
。）に
係
る
地
方
税

法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
（
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
十
八

３

前
条
第
二
項
及
び
第
一
項
に
規
定
す
る
所
得
の
額
は
、
そ
の
所
得
が
生
じ
た
年
の
翌
年
の
四
月
一
日
の
属
す

る
年
度
分
の
道
府
県
民
税
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
当
該
年
度
分
道
府
県
民
税
」
と
い
う
。）に
係
る
地
方
税

法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
、
退
職
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
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条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
所
得
又
は
同
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
を
有

す
る
場
合
に
は
、
同
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
及
び
同
法
第
三
十
五
条
第
二
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
の
合
計
額
か
ら
十
万
円
を
控
除
し
て
得
た
金
額
（
当
該
金
額
が
零
を
下
回

る
場
合
に
は
、
零
と
す
る
。）と
同
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
と
を
合
算
し
た
額
を
当
該
給
与
所

得
の
金
額
及
び
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
雑
所
得
の
金
額
の
合
計
額
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。）、
退
職

所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
、
地
方
税
法
附
則
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業

所
得
等
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
五

条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
先
物
取
引

に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
、
外
国
居
住
者
等
の
所
得
に
対
す
る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得
税
等
の
非
課
税
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
八
条
第
二
項
（
同
法
第
十
二
条
第
五
項
及
び
第
十
六
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
特
例
適
用
利
子
等
の
額
、
同
法
第
八
条
第
四
項
（
同

法
第
十
二
条
第
六
項
及
び
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
特
例
適
用
配
当

等
の
額
、
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
三
条
の
二
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
の
額
並
び
に
同
条

第
六
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
の
合
計
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
本
所
得
額
」
と
い
う
。）

と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
基
本
所
得
額
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定

す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
、
同
法
附
則
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
譲
渡
所
得
の
金
額
、
同
法
附

則
第
三
十
五
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
、
外
国
居
住
者
等
の
所
得
に
対

す
る
相
互
主
義
に
よ
る
所
得
税
等
の
非
課
税
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
八

条
第
二
項
（
同
法
第
十
二
条
第
五
項
及
び
第
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る

特
例
適
用
利
子
等
の
額
、
同
法
第
八
条
第
四
項
（
同
法
第
十
二
条
第
六
項
及
び
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
特
例
適
用
配
当
等
の
額
、
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人

税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
三
条
の
二
の
二
第
四

項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
の
額
並
び
に
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
の
合
計
額

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
本
所
得
額
」
と
い
う
。）と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
者
に
つ
い

て
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
基
本
所
得
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

当
該
年
度
分
道
府
県
民
税
に
つ
き
、
地
方
税
法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
控
除
を
受
け
た

者
に
つ
い
て
は
、
二
十
七
万
円

三

当
該
年
度
分
道
府
県
民
税
に
つ
き
、
地
方
税
法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
控
除
を
受
け
た

者
（
同
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
中
「
夫
と
死
別
し
、
若
し
く
は
夫
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て

い
な
い
者
又
は
夫
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
母
と
な
つ
た
女
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
い
て
同
号
イ

に
該
当
す
る
所
得
割
（
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
所
得
割
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
納
税

義
務
者
（
同
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
が
百
二
十
五
万
円
を
超
え
る
者
に
限
る
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
同
項
第
十
二
号
中
「
妻
と
死
別
し
、
若
し
く
は
妻
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い

な
い
者
又
は
妻
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で

父
と
な
つ
た
男
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
お
い
て
同
号
に
該

当
す
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者
を
含
む
。）に
つ
い
て
は
、
二
十
七
万
円
（
当
該
控
除
を
受
け
た
者
が
同
法
第

三
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
寡
婦
（
同
法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
中
「
夫
と
死
別
し
、
若
し
く

は
夫
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
夫
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」

と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
つ
た
女
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」
と
読

み
替
え
た
場
合
に
お
い
て
同
法
第
三
十
四
条
第
三
項
に
該
当
す
る
者
を
含
む
。）で
あ
る
と
き
は
、
三
十
五
万

円
）

四

当
該
年
度
分
道
府
県
民
税
に
つ
き
、
地
方
税
法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
八
号
の
二
に
規
定
す
る
控
除
を
受

け
た
者
に
つ
い
て
は
、
三
十
五
万
円

（
新
設
）

五
・
六

（
略
）

四
・
五

（
略
）

４

（
略
）

４

（
略
）
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（
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
市
町
村
民
税
の
所
得
割
の
額
を
合
算
し
た
額
の
算
定
方
法
）

（
市
町
村
民
税
の
所
得
割
の
額
を
合
算
し
た
額
の
算
定
方
法
）

第
六
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
削
る
）

３

第
一
項
の
算
定
に
当
た
っ
て
、
支
給
認
定
を
受
け
た
指
定
難
病
の
患
者
又
は
当
該
支
給
認
定
を
受
け
た
指
定

難
病
の
患
者
に
関
す
る
支
給
認
定
基
準
世
帯
員
が
地
方
税
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
中
「
夫
と

死
別
し
、
若
し
く
は
夫
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
夫
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で

定
め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
つ
た
女
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い

も
の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
同
号
イ
に
該
当
す
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者
又
は
同
項
第
十
二
号
中
「
妻
と
死

別
し
、
若
し
く
は
妻
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
妻
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定

め
る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
父
と
な
つ
た
男
子
で
あ
つ
て
、
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も

の
」
と
読
み
替
え
た
場
合
に
同
号
に
該
当
す
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
三
百
十
四
条

の
二
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
額
（
当
該
者
が
同
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
中
「
夫
と
死
別

し
、
若
し
く
は
夫
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
夫
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め

る
も
の
」
と
あ
る
の
を
「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
母
と
な
つ
た
女
子
で
あ
つ
て
、現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も
の
」

と
読
み
替
え
た
場
合
に
同
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
三
項
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る

額
）
に
同
法
第
三
百
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第
七
条
の
三
及
び
第
十
八
条
の
三
の
二
の
規
定
は
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
（
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定

す
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
支
援
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
行
わ
れ
た
月
が
令
和
三
年
七
月
以
後
の
場
合
に
お
け
る
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
、
障
害
児
通
所
支
援
（
同
法
第

六
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
児
通
所
支
援
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
行
わ
れ
た
月
が
同
月
以
後
の
場
合
に
お
け
る
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
の
障
害
児
通
所
給
付
費
の
支
給
及
び
障
害
児
入
所
支
援
（
同
法

第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害
児
入
所
支
援
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
行
わ
れ
た
月
が
同
月
以
後
の
場
合
に
お
け
る
同
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
障
害
児
入
所
給
付
費
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
小
児
慢
性
特
定

疾
病
医
療
支
援
が
行
わ
れ
た
月
が
同
年
六
月
以
前
の
場
合
に
お
け
る
当
該
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
、
障
害
児
通
所
支
援
が
行
わ
れ
た
月
が
同
月
以
前
の
場
合
に
お
け
る
当
該
障
害
児
通
所
給
付
費
の
支
給
及
び
障
害
児
入
所
支
援

が
行
わ
れ
た
月
が
同
月
以
前
の
場
合
に
お
け
る
当
該
障
害
児
入
所
給
付
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
規
則
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
及
び
障
害
児
福
祉
手
当
及
び
特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

令
和
元
年
以
前
の
年
の
所
得
に
係
る
児
童
扶
養
手
当
認
定
請
求
書
、
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
、
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
認
定
請
求
書
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
、
障
害
児
福
祉
手
当
認
定
請
求

書
、
障
害
児
福
祉
手
当
所
得
状
況
届
、
特
別
障
害
者
手
当
認
定
請
求
書
及
び
特
別
障
害
者
手
当
所
得
状
況
届
並
び
に
こ
れ
ら
に
添
え
る
べ
き
書
類
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ

る
も
の
と
み
な
す
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
二
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。





様
式
第
一
号
の
改
正
規
定
中
様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



様
式
第
六
号
の
改
正
規
定
中
様
式
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 



令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報



令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報

（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
八
十
三
条
の
五
第
一
号
及
び
第
四
号
、
第
九
十
七
条
の
三
第
一
号
並
び
に
第
百
七
十
二
条
の
二
の
規
定
は
、
要
介
護
被
保
険
者
等
（
介
護
保
険
法
第
六
十
二
条
に
規
定
す

る
要
介
護
被
保
険
者
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
受
け
る
同
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
及
び
同
法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
」
を
い
う
。）が
行
わ
れ
た
月
が
令
和
三
年
八
月
以
後
の
場
合
に
お
け
る
同
法
の
規
定
に
よ
る
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
及
び
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
支
給
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
適
用
し
、
要
介
護
被
保
険
者
等
が
受
け
る
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
が
行
わ
れ
た
月
が
同
年
七
月
以
前
の
場
合
に
お
け
る
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
八
十
三
条
の
五
第
四
号
の
規
定
は
、

要
介
護
被
保
険
者
（
同
法
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
介
護
保
険
法
」
と
い
う
。）第
四

十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
被
保
険
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
受
け
る
旧
介
護
保
険
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
」

と
い
う
。）が
行
わ
れ
た
月
が
令
和
三
年
八
月
以
後
の
場
合
に
お
け
る
旧
介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
」
と
い
う
。）に
つ
い
て

適
用
し
、
要
介
護
被
保
険
者
が
受
け
る
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
た
月
が
同
年
七
月
以
前
の
場
合
に
お
け
る
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
七
条

第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
規
則
第
二
十
六
条
の
三
、
第
三
十
八
条
の
二
、第
五
十
一
条
の
二
及
び
第
六
十
五
条
の
三
の
規
定
は
、障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）、
自
立
支
援
医
療
（
同

条
第
二
十
四
項
に
規
定
す
る
自
立
支
援
医
療
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
補
装
具
の
購
入
、
借
受
け
又
は
修
理
（
同
条
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
補
装
具
の
購
入
、
借
受
け
又
は
修
理
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。）が
行
わ
れ
た
月
が
令
和
三
年
七
月
以
後
の
場
合
に
お
け
る
同
法
第
六
条
に
規
定
す
る
自
立
支
援
給
付
に
つ
い
て
適
用
し
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
自
立
支
援
医
療
及
び
補
装
具
の
購
入
、
借
受
け
又
は
修
理
が
行
わ
れ
た
月
が
同
年
六
月

以
前
の
場
合
に
お
け
る
当
該
自
立
支
援
給
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
八
条

第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
五
条
第
三
項
柱
書
、
第
三
号
及
び
第
四
号
（
同
令
第
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
、
令
和
三
年
八

月
以
後
の
月
分
の
退
所
者
給
与
金
及
び
特
定
配
偶
者
等
支
援
金
の
支
給
の
制
限
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
年
七
月
以
前
の
月
分
の
当
該
支
給
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
九
条

第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
六
条
の
規
定
は
、
指
定
特
定
医
療
（
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
号
）
第
五
条
第
一

項
に
規
定
す
る
指
定
特
定
医
療
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
行
わ
れ
た
月
が
令
和
三
年
七
月
以
後
の
場
合
に
お
け
る
同
法
第
五
条
第
一
項
の
特
定
医
療
費
の
支
給
に
つ
い
て
適
用
し
、
指
定
特
定
医
療
が
行
わ
れ
た
月
が
同
年

六
月
以
前
の
場
合
に
お
け
る
当
該
特
定
医
療
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。




